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参考）内閣府・警視庁交通局 令和4年における交通事故の発生状況等について（https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/bunseki/nenkan/050302R04nenkan.pdf）

本日の深掘りウォッチ：交通事故（自転車）の発生状況等について

2022年における交通事故（自転車）の発生状況等について
昨今、自転車の事故が目立ちます。それは、「ながらスマホ」や「ヘッドホン着用」といった「危険な行為」が増えているというデータもあります。
2023年4月１日からは、全年齢でのヘルメット着用が努力義務となります。この機会に、改めて自転車事故の実状を確認しておきましょう！

１．状態別死者数の推移（2022年） ３．相手当事者別自転車乗用中
死者・重傷者数（第１・第２当事者）の推移（このデータは2020年）

２．状態別重症者数の推移（2022年） ４．ヘルメット着用状況別の致死率比較（2022年）

自動車との事故
が約8割

ヘルメット
着用効果は、
2.6 倍！

自転車は、
24.4％

約4.1人に1人
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人

人

人

人

①

あなうめ：

①約2.6

①

https://labo-ks.co.jp/
https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/bunseki/nenkan/050302R04nenkan.pdf

	スライド 1

